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徳島県におけるすだち栽培と産地形成
































































































































農家総数 すだち栽培 すだち栽培 10aあたり すだち栽培 1戸あたり農家数 面積 収量 農家数割合 栽培面積
①(戸) ②(戸) ③(ha) (kg) ②/①(%) ③/②(ha) 
神山町 1476 543 121 1386 36.8 0.22 
佐那河内村 574 321 108 1019 55.9 0.34 
阿南市 4341 305 82 1516 7.0 0.27 
徳島市 4990 277 72 1354 5.6 0.26 
勝浦町 903 168 55 1016 18.6 0.33 
その他計 33695 743 158 1158 2.2 0.21 








































































































































ではすだちのハウス栽培が先行した点に特徴 3月は長期貯蔵またはハウス 02月加温)、 6月はハウス (2月
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注
1) 香酸柑橘は別名酸果柑橘とも称され、俗に酌みかんとも呼ばれる。国内には約40種の香酸柑橘があるとされ、
ゆずやゆこうも同じ仲間である。徳島県のすだち以外では大分県のかぽすが全国的な販路を確立している。
2) 徳島県以外でのすだち生産は和歌山県・奈良県・香川県・愛媛県などでわずかにおこなわれているにすぎな
い。
3) 戦後の引揚者の増加やベビーブームで人口がピークを示した1950年の値は神山町21，241人、佐那河内村5，225
人で、それから50年間で人口はそれぞれ62.3%と42.3%減少したことになる(国勢調査)。
4) 梅酒ブームで消費が伸びていた1970年代には、神山町の梅の栽培面積は同時期のすだちの3倍にあたる約200h
aあったが、 2000年には118haまで減少している(徳島県統計書)。
5) 初期の冷蔵庫は納屋を改造して内部に断熱材を張り、家庭用クーラーを取り付け2--3tのすだちを貯蔵する
ものが多かったが、その後は5t程度の収容が可能な専用施設を置く農家も現れた。
6) すだちは収穫作業に多くの労力を必要とすることから、収穫時期を前倒しできるハウス栽培は労働力の配分
から見ても農家に大きなメリットがあった。
7) すだち栽培に意欲的な農家では、農協を通じた共同出荷に飽きたらず、相対取引による個人出荷をおこなう
者が増えたのもこの時期の特徴である。品質向上への努力が販売価格として直接評価される点に魅力があり、
いっそう集約的な経営によって高収益を実現した。
8) 佐那河内村で冷蔵庫を設置した農家は1977年時点で16戸であったが、ハウス栽培をおこなった農家は98戸に
上った(佐那河内村， 1988， 118-119頁)。
9) 柑橘類は寒さに弱く、温州みかんは氷点下5度を下回る状態が長時間続くと枯死すると言われる。この地域を
見舞った気象災害には、 1963年1--2月の異常波や1968年2月の豪雪、 1977年2月の異常寒波などが挙げられる。
また、これ以降も1984年l月末に大雪があり枝折れやハウスの倒壊などの被害が発生した。
10) GATT (ウルグアイラウンド)では農産物輸入規制の緩和が協議され‘牛肉・オレンジをはじめ酪農製品など12
品目の自由化が決定され、相次いで実施された。柑橘類の輸入自由化は1964年のレモンに始まり、 1971年グレ
ープフルーツ、 1991年オレンジ、 1992年オレンジ果汁と続き、圏内の農家経営に大きな影響を及ぼした。
11) 佐那河内村では、みかん生産ににこだわり、寒凍害後に再びみかんを改植した農家もあったが、その後数年
のうちに放任園となったり改めてすだちに転換したりする例が見られた(聞き取り調査による)。
12) 神山町・佐那河内村では農業就業者数のほぼ半数が65歳以上である(平成12年国勢調査)。これは他の職種
を退職した後も就業可能な農業の特性によるが、若年労働力の不足は深刻であると言えよう。
13) 1999年9月に韓国南部の済州島産のすだち1t弱が築地など首都閣の市場に持ち込まれたが、品質の低さから
安値で取り引きされるか、劣化が早く廃棄されたかするものが多かったという(1999年10月17日付徳島新聞)。
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